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≡    日本翻訳連盟 英語セミナー1992年 度(6月 以降)開 催予定    ≡

開 催 月 日
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 (土)

9月19日

 (土)

10月17日

 (土)

11月14日

 (土)

12月19日

 (土)

3月13日

 (土)
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文科系出身翻訳者の技術文書翻訳への近道

慣用的英語へのアプローチ

企業の英文アニュアルリポー ト

テクニカルコミュニケーション理論の実務

翻訳への応用

「事」と 「物」の言について

 一言葉の海の深みと拡が り一

ビジネス英語の習得要領

講 師

志和 邦彦

 (日本電気通信システム㈱)

山崎 義昭

(㈱ア ドレム 代表取締役)

板 垣 新 平

(㈱ キヤッスルマスターコーポレーション)

高崎 栄一郎

(東洋エンジニアリング㈱)

佐伯 正剛

(元 日本ランコ㈱ 社長)

原 龍夫

(翻訳士、日本翻訳連盟理事)

        ◎ 時 間 講 義:午 後1時 ～午後3時

             懇談会:午 後3時 ～4時(懇 談会費:500円)

        ◎ 会 費 会 員:1,500円  非会員:3,000円

        ◎ 会 場 翻訳会館(東 京都港区赤坂8-5-6電 話03-3475-5811)

        会場の手配、座席の準備の都合がありますので、開催 日の3日 前

        までに、下記事務局へお申し込み下 さい。

        ㈹ 日本翻訳連盟事務局    電話 03.3555.6365

        ⑰104東 京都中央区八丁堀2-8-10  FAX O3-3552-1784
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        日 時 7月3日(金 曜日) 午後6時半から                 蒙        

会 場 TSK.CCC(東 京都港区六本木7-15-30 (第一勧業銀行裏)       :S

            電言舌03-3404-3751                                      蒙

        会 費 ・,…円           1
        申 込 なるべく6月5日 迄に上記事務局 兵頭までお願いします。        蒙
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【 エ ツセ イ i

サ グラ ダ ・フ ァ ミ リア に も似 て …

MT誕 生は83年 と予言 予言は当った

 電 子 翻 訳 機(た だ し、 「学 力 は大 学 程 度 」 との断

り書 きあ り)一 そ の試 作 時 期 は1973年(昭 和48年)

こ ろ、 実用 と普 及 の時 期 は1983年(同58年)こ ろ、

と予 測 した記 録 が あ る。 これ は、 日本 電 子 工 業 振 興

協 会 が1968年(同43年)9月 に発 表 した 「電 子 工 業

の 長 期 展 望 」 とい うタ イ トル の調 査 書 に掲 載 され て

い るで デ ー タで あ る。

 わか りや す く説 明 す る と、 い まか らお よそ 四 半 世

紀 前 に、 い わ ゆ る電 子 翻 訳(現 在 の 一般 呼 称 で は 、

マ シ ー ン トラ ンス レー シ ョ ンノ機 械 翻 訳ノMT)と い

う テ ク ノ ケ ロジ ー が、 そ の時 点 か ら3年 後 に試作 が

始 ま り、15年 後 に はす で に シ ス テ ム の実 用 化 が具 現

され て普 及 へ の一 途 を た どる だ ろ う、 と想 定 した事

実 を物 語 っ て い る。

 「学 力 は大 学 程 度 」 とわ ざわ ざ断 っ て い る が 、 こ

れ は なか なか 意 味 深 長 だ。 学 力 とい う表 現 の 自体 が

お か しな響 き を もっ て い るが 、 そ れ は そ れ と して 、

「大 学 程 度 」 とは 中学 、高 校 とだ ん だ ん レベ ル が 上

が っ て最 高 級 の能 力 を有 して い る とい う こ とな の

か 、 そ れ と も逆 に せ い ぜ い現 今 の 大学 生 く らい の 能

力 だか ら、 とて も満 足 すべ き シ ロモ ノ で は な い … と

遠 慮 して い る の か、 そ の あ た りが判 断 に 苦 しむ 。

 と こ ろで 、 こ の調 査 は電 子 翻 訳 の み を扱 か っ た わ

け で は な く、 未 来 技 術 や未 来 シ ス テ ム全 般 に つ い て

行 われ た もの だ。 当然 の こ とな が ら、 エ レク トロニ

ク ス1コ ン ピ ュー タを 駆使 す る く ス マ ー ト〉 な技 術!

シ ス テ ムが 目 白押 しに取 り上 げ られ、 そ の数 は全 部

で22項 目 もあ る。 そ の 中で 、 電 子 翻 訳 とい う技 術 は

実 現 時 期 順 で17番 目の 位 置 と して予 測 され、 前 後 に

は 「キ ャ ッ シ ュ レス1チ ェ ッ ク レス社 会 一 普 及 時期

1981年 」 、 「家 庭用 フ ァク シ ミ リの 普及 一 同1985

年 」 な どが 並 んで い る。 脚 注 に く デ ル フ ィ ・メ ソ ッ

ドに よ る調査 〉 と記 して あ る か ら、 か の デ ル フ ァイ

法(Delphi technique)を 適 用 した専 門家 た ち の反復

ア ンケ ー ト調査 で あ っ て、 消 して無 責 任 な ト占 の た

ぐいで は な い。

i

 さて、時は流れる。全国紙のA新 聞がその一面

トップに 「自動翻訳いよいよ開始」 という意味のば

かでかい見出しをかかげて関係者の度肝 を抜 いたの

は、1984年5月18日 付けの朝刊である。この日の朝

は、 とりわけ天気が よく、文字 どうりのさわやかな

五月晴れ。一見 したところ業界紙 と見粉 うばか りの

紙面構成 と記事内容は、当時生身の トランス レータ

であり翻訳会社経営者であったわたしにとって、ま

さに青天の震震だった。読めば読むほど、私の頭の

中には、失業 ・倒産 ・離散 ・物乞いなどといった絶

望的なことばが声高 く飛び交 う。そして、その渦の

真ん中で、何 ともやりきれないひとつの決断が生ま

れた一これはいま、妻に見せてはならない!

 こうして、新聞はかばんの奥深 くにか くされるこ

とになる。その結果、幸か不幸か、彼女はこの記事

の存在はもちろん、主人のおぞましい狼狽ぶ りをい

まだに知 らない。

 同年、夏から秋にかけては、業界紙(誌)や 週刊

誌がさらに追い打ちをかけ、翻訳における人間敗退

説ないし不要説を強調する。いわ く、 「自動翻訳機

の登場で語学力の革命」 「早 くも英語屋の失業が始

まった」 「自動翻訳機をついに完成させたY社 長の

言葉の壁への挑戦」 (いずれも特集記事の大見出

し)な ど、など。

 ともあれ、こうして電子(機 械)翻 訳機の実現予

測は、数字上はわずか1年 の遅れで〈現実〉と符号

することになった。1984年 、その時点からもどって

16年前の読みの正 しさが立証され、コンピュータ応

用技術 としては日本 における最初の発明品〈機械翻

訳システム〉(厳 密な意味での翻訳機の開発史から

見れば、改良発明品)が ここに誕生 したのである。

生 まれた子供 た ちはい と しいが…

 第一子に続 き、遅れてはならじとばかりに第二

子、第三子…が雨後の竹の子のごとく誕生する。 こ
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の 現 象 は、MT開 発 戦 争 にお い て 単純 に先 を越 され

た あせ りも あ っ た か も しれ な い が 、第 二 子 以 下 しば

ら くの 間 、 そ の親 た ち が この 道 で は正 統 派(?)の

電 子機 器 メ ー カ ーで あ っ た こ とを 考 え る と、 そ の相

次 ぐ出 産 はや む を え ぬ事 情 も し くは圧 力 、 つ ま り国

の 指 導 や 資 金 援 助 の か らみ が あ っ て の こ とだ ろ う。

 さて 、 こ れで 、 め で た しめ で た しの 大 団 円 と なれ

ば よか っ た の だ が一 。残 念 な が ら、 この ス トー リ に

は く実 は… … 〉 とい うお まけ が つ く。 生 まれ た 子供

は す ぺ て、 能 力 的 に見 て あ ち こち に欠 陥 が あ るば か

りで な く、 生 ま れつ きの疾 病 をた くさん も った 病 弱

児 てあ った り、 ま た全 体 的 に バ ラ ンス が取 れ て いな

い ので 、 一 筋 縄 で は とて も面倒 を見 きれ な い性 悪 っ

子 だ っ た の だ。

 この よ うに書 く と、機 械 翻 訳 開発 にお け るせ っか

くの結 晶 に対 して、 た い へ ん不 遜 か つ 不 塒 な言 を弄

して い る よ うに見 え る が 、 これ は あ くまで も起 承 転

結 の く転 〉 を述 べ て い る便 法 の ひ とつ にす ぎ な い。

開 発側 は もち ろ ん の こ と、 わ た しを含 む使 用 者 側 も

生 まれ で た もの にい と しさ を感 じな い はず は な い。

か わ い い け れ ど、 ど う した ら よ い か とい うの が現 実

の思 惑 で あ ろ う。

最後のきざしははるかなる彼方

 視点が誤 っていると、結論 も当然 まちがう。機械

翻訳の場合、いちばん重要な視点は、人間の翻訳 と

機械 による翻訳 とは次元が異なる、ということであ

る。夢 とか永遠の目標 として描 くならば、このふた

つの一致を課題にするのはよいが、少なくとも今の

段階では無意味である。どのように次元が異なるか

については措 くとして、か りに機械翻訳技術が次の

ターゲ ット年度である2020年 に格段の進展をとげて

も、それは機械ができることを成 し得た、あるいは

機械にしかできないことを達成 した結果であって、

人間の翻訳 とは明かに一線を画 しているであろう。

 このような認識が一般の人たちにも植え付けられ

ないと、機械翻訳 に関する批判はいつまでたっても

両極端にとどまってしまう。1984年 に私 自身が体験

したような錯覚(す なわち、機械 による翻訳力は人

間の言語活動能力 と同 じかそれ以上でなければ藪に

馬鍬のたとえに等 しい、と誤解 していること)は 、

この世界から迫放 しなければならない。

 現行システムのいわゆる〈欠陥〉については、こ

れを永久欠陥とは考えずに、〈未完成〉とみたらど

うだろう。いま、わた したちは終 りの見えないきざ

はしを登 ってお り、その途中々々の位置を何度か有

意の時期 に発表 して世に問 うことこそ義務 と権利で

ある、と自覚することだ。

 シューベル トの未完成交響楽は、かれの死 によっ

てあたかも完成 したかの姿で終 りを告げたが、機械

翻訳 はおそらくガウディーのサグラダ ・ファミリア

のように、今後100年 も200年 もかけて継承構築すぺ

き性質の ものにちがいない。

((株)CSK 技術開発本部

 MT開 発部顧問 水上達郎)
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第3回(最 終回)  「機械翻訳 ビジネスは儲 かるか」

    ご出席:柏 原武利氏(株 式会社スバルインターナショナル 代表取締役)

        鎌田紳二氏(株 式会社富士通 ドキュメントサービス 機械翻訳センター課長)

        富永勲氏(特 殊法人日本科学技術情報センター 主任情報員)

     司会:鳴 海武史(ニ ューズレター編集委員 株式会社十印 言語研究所)

                                    (以下敬称略)

鎌田:お 客様に提案 しているのは、ニフティーとア

   スキーネットの機械翻訳サービスです。良い

   機械翻訳結果が出るようにすることで、結果

   的に良い文章作 りを考えて欲 しいということ

   です。QCは 「基が悪ければどうしようもな

   い」 と思います。自動車の製造でも、製造の

   仕方をきちんと書いておかないとうまくいか

   ないでしょう。つまり、よい文章作 りは、QC

   の原点だと思うのです。

富永:日 本語の質ということをさきほど申し上げた

   のですけど、もう一方で、提供する英語に対

   する評価 というものがありますね。ところで

   英語の品質に関 して日本人は少 し神経質すぎ

   や しませんか。

柏原:お っ しゃるとお りです よ。 ものすごく神経質

   ですよ。(笑)

富永:機 械翻訳 ビジネスは儲かるかに関連 してのこ

   とですが、人手をかけ、時間をかければ(英

   語は)ピ カピカに光るわけですよ。人手翻訳

   の時代 に得 ていた英語 の品質 という前提が

   あって、機械翻訳の結果にもそれが強 く追求

   されますでしょう。これは辛いところです。

柏原:い や一、辛いところですよ。いや、それで、

   これは笑い話みたいですけ ど、実は本 当に

   あった話なんですが、うちで、今はやってな

   いんですが、試 しに日英の機械翻訳にポス ト

   エディッ トする仕事をしてネーティヴが きち

   んとブラッシュアップしたものを最終的にお

   出ししたんですが、その会社の英語のよくわ

   かる方々が 「何だ、これは」 と言ったらしい

   ですね。ところが、客先で ドキュメントリー

   ダーをやっているのが、外人で、その人に見

   せたら 「ウェルカム」 ということになったん

   ですね。最終的には 「手直 ししてくれ」 とい

   う話が、 「やらな くてもよい」 ということに

   なった訳です。結局、日本人の方々が ものす

   ごく神経質なんですね。 どこで仕切るかとい

   う問題が当然あると思うんですが、何て言 う

   んですかね、英語それ自体 も、やっぱ り機械

   翻訳の進展の中で、変わってくるんじゃない

   かと思うんですね。

司会:今 、 日英の話が中心にな りましたが、 日本語

   の書き方で、富士通 さんでは社内の ドキュメ

   ンテーション、英語を意識 した執筆基準、壮

   大に実験的にやられていてATLASが 訳せない

   ような日本文はダメだという風に社内の教育

   までやられているようです。 また話を元に戻

   して、MTの ビジネスに話を絞 ります。柏原

   さんにお聞きします。今は英 日を中心にやら

   れているということなんですが、MTに かけ

   るか、かけないかは原稿を見た瞬間に分けま

   すか?

柏原:え え、原稿の状態で分けます。

司会:そ れは、紙であるとか、そうでないとか媒体

   の意味でですか?

柏原:つ まり、2種類ある訳です。媒体で分ける場合

   と、例えば、FAX原 稿は扱わないとか、つま

   り最悪でも㏄Rで きちんと読めることが条件

   ですね。勿論オンラインで送信 されたか、フ

   ロッビーディスクとか、磁気 カー トリッジと

   か、電子データであればよりいいということ

   です。 もう一つは原稿の内容で分ける場合で

   す。今はマニュアルを中心 した技術文献だけ

   に限定 しています。それ以外のこともやりま

   したが、例えば、同 じテクニカルな内容のも

   のでも、 ライターというか作者の思い入れが

   非常 にある文書があ りますね。これはMTに

   は向きません。JICSTさ んのところは日英が

3



   多いということは、日本語文献 というかデー

   タの取 り込めるケースは論文の場合はそう多

   くはないですよね。最近はそうでもないんで

   すか?

司会:そ れは磁気化 という意味ですか?(MT)マ

   シーンにかけるかどうかという意味で?

富永:(㏄R)入 力はやっていませんね。

柏原:そ れ じゃぜんぷ手入力ですか。それは大変な

   コス トですね。 日本語㏄Rは 今は実用的では

   ないでしょう。

富永:莫 大な入力費用をかけています。

柏原:と いうことは、今の段階ではJICSTさ んで しか

   できないで しょう。

富永:そ うでしょうね。民間さんでMTの ためだけに

   入力するとなると大変なことでしょうね。

柏原:た だ今後のことを考えた場合、当然、JICSTさ

   んとしてお考えのところは、最終的 には、

   データベースを機械翻訳で利用 できる形に

   もってい くとして、極力人手がかからないと

   いうか、極端 に言 うと、全 く人手がいらな

   い、手離れのいい形でないと、実際は利用上

   からは問題が出るんじゃないですか。最終的

   にはそこを目指すのですか。

富永:そ れは翻訳サービスの提供メニューの問題だ

   と思います。人手入力が前提となりますが、

   入力 しただけ というのも一つのメニューで

   しょうし、あるいは後編集 もしましょうとい

   うの も一つのメニューでしょう。前編集付き

   も一つのメニューになります。ただ、お客さ

   んは多分、スピー ドを望んでいらっ しゃると

   思いますので、スピー ドを売 りものにするな

   らば素翻訳のサー ビスのメニューを選んで下

   さいということになるん じゃないで しょう

   か。あるいはもし少 しお金をかけていいのな

   らば、後編集付 きのメニューを、 ということ

   になる と思います。色 々なメニューを、メ

   ニュー方式で対応することになると思 いま

   す。司会:富 永 さんのところは国内のユーザ

   よ りも外 国か らのアクセスが多 いわけです

   か? 富永:現 在の英文データベースは主と

   して海外 向けですね。ですけど、今申し上げ

   た一般論文の翻訳サー ビスは国内向けです。

司会:米 国商務省 のNTISだ った と思 いますが、

   JICSTさ んを予備調査のため、訪問したこと
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   があったと聞いていますが。

富永:Muそ のものを提供することを含めて意見交換

   をしたことがあ ります。利用方式としてどん

   な方式があるか、費用はどの程度かというこ

   とも話 したこともあ ります。

司会:IICSTさ んとしては、諸外国から日本語の科学

   技術文献の公開をかなり期待 されていること

   をヒシヒシと肌で感 じているわけですね。

富永:数 年前にモスバ ッカー米国商務省長官が来 日

   した時は、科学技術庁の中に端末を設置して

   機械翻訳を見せたことがあ りました。それ

   で、 どれだけの情報が提供できるんだという

   ことです。彼 らの興味の第一は公共機関情報

   のようです。

柏原:加 工されないデータですね。

富永:い わゆる灰色情報ですね。グレーリテラチュ

   アを彼らが猛烈に欲 しがっているのは事実で

   す。JICSTは 灰色情報を網羅的に収集 してい

   ますが、それを如何に英語にして提供 して く

   れるのかというのが、彼 らの興味の中心のよ

   うです。最近、公共資料の収集性 ・網羅性は

   非常 に増大 しました。ただ、一冊一論文形式

   で数百ページという厚 さですから、これを全

   文翻訳 して有料提供 となると儲かったという

   ことにな りますけど、機械翻訳 ということに

   なりますと、入力をどうするんだということ

   になります。ですから㏄Rの 開発が待たれる

   訳です。Aの ところは、精度が悪 く、手入力

   した方がまだ速いようです。機械翻訳側から

   見て色々な面での要求がある訳でまず、 日本

   語の文章 をしっか り書いて ください、それか

   ら書いたものが㏄Rで スッと入力できるよう

   なハー ドを開発 して下さヤ・、それに前 ・後編

   集でなるべ く人手をかけないMTシ ステムを

   開発 して下さいということなど、要求は色々

   あります。前編集についていえば編集の習熟

   度というものが問題になります。外注方式で

   行います と、一つの翻訳会社に大体10人 平均

   ぐらいいらっしゃるようですが、会社によっ

   て特徴があるようですが、一般 に担 当者の回

   転が速いようですね。実態 としては家内作業

   のような感 じがします。

柏原:そ れはあ りますね。それは翻訳会社 がリスク

   を背負わないためです。その点私 どもは、宣
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   伝 になって しまうと申 し訳ないですが、比

   較的同 じスタッフで長 く続いています。つま

   り社員として抱えて(生 活を)保 証 しないと

   無理なんですね。いい成果を上げたら続けま

   しょうとか、とりあえず臨時のアルバイ トと

   して使ってみて、よさそうなのだけを拾いあ

   げるというのは、経営的には本当は一番いい

   んで しょうけれ ど、やはり育ちませんね。富

   永:段 々 と、私 どものような作業をしている

   ところとの関係では、2つ に分かれるようで

   す。例えば習熟度に関して言えば、熱心にや

   られるところと、後でやればいい、後編集で

   頑張ればいいと考えて対応 しているところの

   2つ に分かれます。

柏原:最 終的にはアウ トプッ トの成果だけを要求 し

   ているわけですか?プ ロセスには余 り細かい

   ことはいわない とか。

富永:い え、私 どもは基本マニュアルに対 してその

   都度マニュアルをブラスすることで指導 して

   いまして、マニュアルが増える度に、各自に

   配布する方式をとっています。従ってプレ・

   ポス トのマニュアルはちょっと貯まりました

   ね。そういう風 にして、なるべ く前 ・後編集

   の手間を少なくしたいなあと思 う一方で、受

   けていただく側が正直言ってもう一つ安定 し

   ない。それか ら、先程から申し上げていまし

   たが、ちょっと英語の質に対 して神経質すぎ

   や しませんか ということです。データの種類

   にもよるんで しょうが、マニュアルみたいな

   ものを翻訳される場合はそれでいいんでしょ

   うが、そう じゃない場合 は 「これで もいい

   じゃない」 とネーティヴが評価 してくれるわ

   けですから、コス トパ フォーマンスのことも

   考えながら運用できることを願っています。

   色々なところでこうあって欲 しいと思 うこと

   があ りますが、ただ本格的に走 りはじめて一

   年 ぐらいです。2～3年 後 には辞書 も100万 語

   に達するでしょう。そうすれば少 しは変わる

   と思います。

司会:英 日というのは全然考えていないんですか。

富永:英 日の開発 も行 うことになっていますが、 ま

   わりで英 日がここまで発達 していますので、

   今更内部で開発することはなかろうというこ

   とになっています。でも作った日英の辞書を
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   何 とか、半自動的に(英 日用 に)で きない

   か、とその辺では金をかけるつ もりです。今

   はどこのものを導入するか ということで、辞

   書インタフェースを含 めて、検討中です。

   (英日)シ ステムそのものは外部のものを導

   入することになるで しょう。

司会:そ れは外国の科学技術のデータベースの翻訳

   サー ビス とい うことになるわけですね。富

   永:そ うですね。外国からは本ではいってく

   るものと磁気テープの形ではいって くるもの

   があります。機械可読状態ではいってくるも

   のに関 しては、JICSTで 作成 した辞書を使 え

   ば、従って英日を使 って付加価値をつけてい

   こうということです。英語情報に対する付加

   価値 をつけてい く。あと本の形ではいってく

   る場合、今の(英 語)㏄Rは ずいぶん発達 し

   ていますから結構いけるんじゃないかと思う

   んです。日本語抄録を作る過程で英語論文を

   読む場合の手助けとして、使おうということ

   です。

司会:わ かりました。では柏原 さんにお聞きしたい

   のですが、昭和63年 にMTを 中心 に事業展開

   さ れ る と こ 決 意 な さ っ て 、 現 在 は

   ASTRANSAC,PIVOT,DUETを 導入されてい

   て、今の ところは英 日を優先的 に使 ってい

   らっしゃるということですが、今後の事業展

   開する上で、 どのような形でMTを 利用 して

   いくわけですか。DTPと の連動とかですか。

柏原:そ れは、非常に大 きな要素ではありますね。

   基本的には、営業的な成果 といいますか、

   MT(翻 訳)の お客様では、一社 を除いて、

   全てDTPま で一貫 して対応 してほしいという

   要望が強いですね。

司会:と いうことは版下作 りまで、いって しまうわ

   けですね。

柏原:と いうのは、データとしてでますので、その

   あとMS-DOSフ ァイルを、 Macを 使 うか、お

   客様 ご指定のものを使 うかは別にしまして、

   やは りその過程でも色々な修正 ・変更という

   ものがでますので、対応 しやすいということ

   もあ ります。お客様 がお持ちのマシー ンに

   合 った ものを作 ることが可能な ものですか

   ら、そ ういった意味 では翻訳はそこそ こで

   も、DTPが 一定の利益を上げられる仕組みが
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で き て い る と思 い ま す 。 た だ 、 そ れ はMT本

来 の 姿 じ ゃ な い と思 う の で 、MTそ の もの で

きち ん と した収 益 を上 げ られ る よ うに しな け

れ ば な ら ない と思 い ま す。 そ の た め に は シス

テ ム の 改 善 と い う もの が 非 常 に重 要 な ポ イ ン

トに な る と思 い ます 。 メー カ ー さん が もっ と

予 算 を か け れ ば 、 改 善 され る余 地 は まだ ま だ

ず い ぶ ん あ る と思 い ます 。 ただ そ れ を前 提 に

して、 私 ど もが(事 業 を)組 む わけ に は いか

な い の で、 や は りス タ ッ フの 力 量 、 つ ま り教

育 で す ね。 コ ン ピ ュー タが な け れ ば 、 翻 訳 者

と して 自立 す る に は 難 しい か も しれ ま せ ん

が 、 コ ン ピュ ー タ を利 用 す れ ば 一 定 の レベ ル

の 仕 事 が で き る とい うス タ ッ フ を幅広 く結 集

して使 う とい うの が 、今 重 要 で な い か と思 い

ます ね。 つ ま り翻 訳 者 の層 を広 げる とい うの

で す か ね。 そ れ が欠 か せ な い と思 い ます 。 そ

れ か らど の分 野 に も明 る い 人材 を求 め る とい

うの は、 今 の時代 で は 、 な い もの ね だ り じゃ

な いか と思 い ま す。 で す か ら本 人 が 望 む分 野

で 、 か つ 業 務 が(そ の人 に役 割 を)要 求 す る

分 野 に専 念 で き る こ と が大 事 で す 。例 え ば コ

ン ピ ュー タ分 野 、 コ ン ピュ ー タ とい っ て も広

い で す か ら、 ネ ッ トワ ー ク関 係 は わ か る け ど

OSは 弱 い とい う こ と もあ ります ので 、 そ うい

うテ ク ニ カ ル チ ェ ッ カ ー と い い ま す か、 そ う

い う養 成 が欠 か せ ませ ん。 こ れ は私 ど もば か

りで は無 理 な の で 、 業 者 だ けで な くお客 様 と

の共 同作 業 が欠 か せ ませ ん。 お 互 い の共 通 の

目的 を持 っ て共 通 の 基 盤 を築 く とい う風 で な

け れ ば、 今 の 時 期 、 しば ら くの 間 はMTと い

う もの は 育 て られ な い と思 い ます 。 鎌 田 さ ん

の とこ ろ は社 内 に そ うい う基 盤 を も っ て い ま

す し、 富 永 さん の と ころ は複 数 の お 立 場 を ご

自分 の 中 で統 合 さ せ て い る 訳 で す し、 そ う

い っ た 条 件 が な い と こ ろ は 難 し い と思 い ま

す 。 あ る い は ア イ ・ピー ・エ ス の桜 井 さ んの

と こ ろ はPC-VANの 受 け 皿 と して機 能 す る と

い う こ とが あ りま す し、 そ うい っ た特 殊 な 条

件 を一 定程 度 満 たす とこ ろ で な け れ ば 、 しば

ら く の 問 はMTは 自立 で き な い と思 い ま す

ね 。 そ れ か ら一 方 の 問 題 と してMTを 導 入 し

た りMTで や っ て い る こ と を隠 した が る と こ

ろ が多 い と い う こ とが あ る ん で す ね。

司会:そ れは翻訳会社ではなくてですか。

柏原:い や、翻訳会社ではな くてですね。翻訳会社

   でオープンにしているのは、うちとアイ ・

   ピー ・エスさんと、他何社 かあるようです

   が、失敗 している所はまず間違いなく隠した

   が りますね。それから大企業 さんの場合 もそ

   うですね。それはうまくいってないから知 ら

   れた くないということもありますが、どうも

   それ に当たっている人が(担 当者が)マ

   ニァックな方なんですね。つまりオモチャを

   与えられているつもりかも知れませんが、会

   社の全体の方針として、そういうセクション

   をもって(MTを)推 進 してい くとい うの

   は、やは りトップの意志と社の方向性で支え

   られなければ、そのセクションは成功で きな

   いと思 います。 一人や二人の変わ り者が

   やっているんだというのでは成功 しないと思

   いますね。司会:(上 を)騙 して稟議を通 し

   たとか。(笑 い)

柏原:そ うそう、そういうこともあるようですね。

   外注費をひね くりまわ して、買 ったという所

   もあるようですね。ユーザ さんの間のネッ ト

   ワークを作ることに熱心なのはどちらかいう

   と、DUETを やっているシャープさんぐらい

   ですよね。あ とのところは積極 的でないと

   か、意識的 に作 りた くない とい うことでな

   く、どうやらユーザ さんの意向 もあるようで

   すね。私はどうして(ネ ットワークが)少 な

   いのですかと、色々なベンダーさんに話 した

   んですが、やっぱりユーザ さんの内部の事情

   というか、お家の事情 もあるようですね。で

   すから、そんなクローズ した世界をどっかで

   打ち破る手立てとしてこういった機械翻訳協

   会 さんが、研究者の方 とか一部の人の集 まり

   にするのではなく、協会さんの存在そのもの

   がそういった状況を突破する大きな挺子にな

   ればすば らしいと思います。

司会. そ れ で は 最 後 に 、 ビ ジ ネ ス と い う観 点 か ら

い っ て 現 在 のMTシ ス テ ム を こ う して ほ しい

とか が ご ざい ます か 。 実 際 の 翻 訳 現 場 か ら見

て、 こ う変 え て欲 しい とい う もの が あ っ た ら

こ発 言 い た だ きた い と思 い ます 。 富 永 さ ん は

い かが で す か。

富 永:あ き ら め て い ます ね 。 あ き らめ て い ます とい

6



JAMT ジ ャー ナ ル

1992.5  No.6

   うと少 し語弊がありますが、要するに現在の

   日本語の問題、英語に対する評価、入力の方

   式、提供 の方式 とか色々問題があるんです

   が、 これ らは人の教育や技術の発達な どに

   よって少 しずつそれな りに改善されると思い

   ます。 しかし、私 どもの今 までの開発の経緯

   から見 ます と、結局、今与 えられているマ

   シーン ・環境から考えて、あと2～3年 の間で

   どれだけ使える物になっているのだろうかと

   考えますと、結果 として100点 満点のうちあ

   と5点か10点(上 げることを)争 うようなも

   のだと思います。ですから、もっと考え方を

   変えたような形でMTに 取 り組まないとだめ

   だと思います。例 えば、これは私ども特有な

   事情だと思いますが、日本語の文をある程度

   特定化できないか、半固定化で きないか とい

   うことです。私どもが今扱っているものは抄

   録 という形ですが、日本語抄録の書 き方はマ

   ニュアルがあって、300字 程度の中に目的、

   方法、経過、評価、結論などを盛込むという

   ことが決められている訳です。そこで、何百

   種類のパターンになるかわか りませんが、あ

   る程度パターン化 してイデ ィオム手法を用い

   れば、今与えられている計算機の環境下で、

   残 る5点 か10点 はたちどころに得点できるの

   でないかと考えています。そうでもしなけれ

   ば今のような手法を用いる限 り、簡単に10年

   や15年 は経って、100点 満点にやっと到達す

   るのかなあと考えています。

司会:と いうと、抄録の書き方 というのは、例 えば

   ワープロかなんかで抄録を書き起こすとすれ

   ばワープロの中にそういう知恵がはいってい

   て、 目的 について書いていると、 ワープロ

   が、そういう表現パターンは認められていま

   せんとか警告を出すとかのイメージですか。

富永:そ れも一つの方法かも知れません。抄録の書

   き方はある程度一定化 していると思います。

   例えば 「この論文は○○ について次のように

   述べた」 とか 「次の目的で述べた」とか 「そ

   のためには△△ と××を使 ってこうしたらこ

   ういう結 果が得 られた」 とかですね。従 っ

   て、内容 として多少の変化があっても、色々

   当てはめていくことが沢山あると思います。

   そういうものはワープロ上でも、AIが どんど
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   ん進んで くれば可能で しょう。 しか し、そこ

   まで一気 にい くのは大変で しょうか ら、 まず

   人が書く段階で考 えたい訳ですね。そういう

   ものを現在は前編集の段階で機械的なチェッ

   クということで実行 しています。

司会:そ れはMTに かける前に前編集を機械を使って

   半自動化するということですね。

富永:ま ず日本語を書 く時にそういう方式があると

   いうことです。次に人が書 く以上間違いがあ

   りますか ら、そういう不都合な点を機械的に

   チェックし、そのチェックしたものを、前編

   集作業として人間が行 うという訳です。

司会:柏 原 さんはどうで しょうか。

柏 原.や は り機 械 翻 訳 が 成 功 す る た め に は、 メ ー

   カー さ んの 協 力 が もっ と必 要 だ と思 い ます 。

   ユ ー ザ の 立 場 で は 解 決 で き な い 問 題 、 例 え

   ば、to不 定 詞 の訳 し分 け の 問 題 な ん か 、 こち

   ら と して はバ グ と言 い た い わ け で す が 、 そ う

   い う こ と を言 い ま す と、 す ぐに メ ー カ さ んの

   予算 の 問 題 にぶ つ か っ て し ま うわ け で す 。 そ

   れ に、 ユ ーザ に対 す る レス ポ ンス と言 い ます

   か 、対 応 を も っ と速 く して も ら い た い で す

   ね。 私 ど も も社 内 にUNIXの 講座 を設 け て 、

   トレーニ ング した り して い ます 。 そ うい う わ

   けで ユ ーザ で も、 本 気 で努 力 して い るユ ーザ

   もい る わ けで すか ら、 メ ー カ さ ん もそ れ な り

   に対 応 して い た だ きた い とい うの が 本 音 で す

   し、 そ う あ っ て ほ しい わ け で す 。 そ れ か ら

   ユ ーザ が も っ とMTシ ス テ ム を い じれ る と い

   う か 、 ユ ー ザ が カ ス タ マ イ ズ で き る機 能 は

   もっ と欲 しい です ね。 今 は ユ ー ザ に開放 され

   てい る も の は限 定 付 きで、 プア な もの だ と思

   い ます 。

司会:話 は尽 きませんが、 どうも大変有難 うござい

   ました。機会がありましたら、またお話 して

   いただきたいと思います。

                (おわり)
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翻訳の現場から

一 筆 者 の 略 歴 一

関西学院大学文学 部英文 学科卒 業。チ ェースマ ンハ ッタン銀行 にて企 業審

査 、 エ レク トロニ ックバ ンキ ング業務 にあた った後 、1986年 よ りフリー

ランスで通訳/翻 訳 を開始。 主な通訳/翻 訳歴: 港湾 関係(大 阪港湾局、

3年)、 原子力(4年)、 その他 、情 報通信 、金 融等。

新人翻訳者の歩み
谷口尚子

 結婚後 フリーランスで翻訳/通 訳を始めて今年で

7年 目に入る。 しか しその間に、海外を含め転居す

ること5回 、半年のロン ドン滞在中は仕事をする余

裕はなかったし、国内で も移動する鹿に仕事を中断

したため、実働時間は遥かに少ないと思 う。が、 と

にかく7年 目にして、自分のスケジュールを挙げる

と、4月 と9月 はある米国企業の商談通訳を行な

い、その他は、原子力エンジニアリング関係の企業

からの翻訳を在宅で1日 約4時 間程度行っている。

その間不定期であるが、某情報センターのシステム

関係の文献の翻訳、上記米国企業か らの翻訳などが

入ることがある。全体の企業数は3社 と少ない。

で教鞭を取っておられる方もおられ、翻訳技術のA

BCか ら教え込んで頂けた。私達新人翻訳者の間で

も、仕事の効率性や仕上がりを向上させていく上

で、いい刺激を与え合う場であったと、感謝 してい

る。その後、大阪か ら東京に移ったため、翻訳室に

通っての仕事はできなくなった。 しか し、自宅用 と

して資料、コンピューター辞書を与えて頂き、幸い

にも仕事を続けさせて頂けることになった。そ して

これを機会に、私は原子力の翻訳に集中することに

した。 (今では2～3ヵ 月に一度は大阪に戻 り、情

報収集を兼ねて翻訳室で仕事をする機会も与えて頂

いている。)

 2年 程前 まではそうではなかった。人材登録会社

や友人等から紹介 された仕事は通訳であれ翻訳であ

れ分野や量を問わずに引き受けていた。 しかし、少

し方向転換することにした。その理由は、特定分野

(翻訳では原子力)に 専念するため、 さらに、読書

も含め仕事 と同程度の勉強時間を確保するためであ

る。

 第一の点 一 一 原子力の翻訳 一 一 に関

しては、私は非常に恵まれていた。4年 前大阪で始

めてこの企業に出向いた時、私 には原子力の知識 ど

ころか、技術翻訳のノウハウもなかった。それにも

かかわらず続けることができたのは、何 よりも、企

業側が原子力の翻訳者 を育てようとの姿勢を持って

おられたことにある。例えば、特別 に翻訳室を社 内

に設け、 レクチャーや資料、コンピューター辞書を

用意 して頂 くなど環境を整えて下さる一方、担当技

術者の方は仕上がった翻訳を懇切丁寧にチェックし

質問にも快 く答えて下さった。そのお陰で徐々にで

はあるが知識を広めてゆ くことができた。また、翻

訳室に働 く15名 程度の翻訳者の中には、翻訳学校

 私が方向転換 を計った第2の 理由 一 一 勉強

時間の確保 一 一 は、この様に恵まれた仕事環

境 を与えて頂いた事に対 し、何 とか質の高い仕事で

もって恩返 しをしたいと考えたからである。原子力

の翻訳といっても、その範囲は広 く、発電所構造、

燃料、機械、廃棄物などから安全性指針に至るまで

多岐に亘る上、文書形態 も報告書、記事、要求文

書、契約書など枚挙に暇がない。従って、ある程度

まとまった時間を割いて、関連書籍を読んだり、

チェックをして頂いた翻訳を復習することにした。

それにより、日英の語彙や表現力を蓄積 したいと考

えたのだ。

 それから2年 が経ち、私は原子力の翻訳に若干の

自信を持てるようになった。 と、同時に一層翻訳の

仕事に魅力を覚えるようにもなった。おそらく、翻

訳の 「表現を考える苦 しみ」だけを味わっていたも

のが、 「文章を作 ってゆく楽 しみ」をも味わえるよ

うになったのだ、と思う。 しかし、まだ先は長い。

さらに幅広い専門知識と豊富な表現力で一流の翻訳

家 と呼ばれる日を目指 し励む毎日である。
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FROM THE BA丁TLEFIELD OF TRANSLATION

   Profile

                                                        Naoko Tanida

      Naoko Tanida graduated from the English Literature Course in the Literature De-

partment at Kwansei Gakuin University. After doing work in corporate investigations and

electronic banking at Chase Manhattan Bank, she started her career as a freelance inter-

prefer and translator in 1986. She has interpreting and translating experience in the follow-

ing fields:ports and harbors(three years at the Osaka Bureau of Ports and Harbors), nu-

cleaz power(four years), information and communications, finance, and others.

              THE PATH OF A NEW TRANSLTAOR

    This is my seventh year doing freelance translating and interpreting since I got mar-

Tied. However, in that period, I have moved five times, including overseas and back. Dur-

ing my six-month stay in London, I was not able to work, and each time I moved within

Japan I had to suspend my work for a time. Because of this, I do not believe that I have

spent a very long time working. At any rate, this is my seventh year and I have been able to

mix work in with my life quite well.

    To give you some idea of my yeazly schedule, every day in the months of April and

September I do interpreting during business negotiations at an American corporation, and

for the rest of the year, I translate for abour four hours a day at my home for a nuclear power

engineering firm. Other work is irregulaz, and consists of translating documents related to

computer systems at a certain information center and doing translation for the American

corporation mentioned above. I work therefore for only three altogether.

    That was not the case two years ago. Whether it was interpreting or translating, I ac-

cepted any work introduced to me by personnel agencies and friends, with out asking about

the field of the quantity. However, after a while I decided to change directions. I did so

because I wanted to specialize in a certain field(in translation, I have specialized in nuclear

power), and because I had to ensure that I had enough time so that I could spend the same

amount of time studying一 一including reading--as I do working.

     Iwould lkde to mention that I was bery lucky regarding the nuclear power transla-

lion. Four years ago, when I first worked for that nuclear power engineering firm in Osaka,

9
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1had no knowledge of nuclear power nor expertise in technical translation. The reason I

was able to contimue despite these handicaps was because the company was prepared to

help me become a translator and teach me about nuclear power. For instance, they provided

agood environment for translation:aspecial translation room was set up in the company

and lectures, reference materials, and computer dictionaries provided. The engineer in

charge would kindly and carefully check my translation and gladly answer all my ques-

lions. Thanks to this, I was able to gradually expand my knowledge. Also, out of the

fifteen translators working in the translation room, one was a teacher at a translation school

and taught me the basic translation skills. I thank the company for providing the new

translators with a stimulating environment for improving the efficiency and quality of our

work. Later, I was unable to do work through the translation room after I moved from

Osaka to Tokyo, and the company gave me materials and computer dictionaries to use at

home. I was fortunate to be able to continue working for them and took the opportunity to

concentrate on translating nuclear power-related materials.(I now return to Osaka once

every two or three months, collect information, and do some work in the translation room.)

     Regarding the second reason why I changed directions, namely, ensuring that I have

enough study time, I wanted to do some kind of high quality work in order to repay those

who had provided me with such a wonderful work environment. The field of nuclear

power-related translation is broad, covering many areas such as the structure of power

plants, fuel, machinery, waste products, and safety policies. In addition, there are many

types of documents, all of which I do not have room to enumerate here, but include reports,

articles, written requests, and contracts. Consequently, I have set aside a certain amount of

time for reading related documents and reviewing translations that I have had checked. By

doing this, I believe that I can increase my vocabulary in Japanese and English and expand

my expressive capability.

     Two years have past since then, and I now have a bit of confidence in doing transla-

tion about nuclear power. At the same time, I have become even more attracted to the field

of translation. Perhaps I am someone who at first only experienced"the agony involved in

thinking up expressions"for translation but came to appreciate"the joy of writing prose."

However, I still have a long way to go. Every day I work hard, looking forward to the time

when I can call myself a first-class translator with a wide body of specialized knowledge

and a rich expressive capability.

10
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ユ ーザ ー紹 介
翻訳サービス株式会社

弊社 は、 パ ッケ ー ジ ソ フ トウ ェア の 開発 ・販 売 会 社

を母 体 と して'91年5月 に設 立 され た新 進 の コ ン

ピュ ー タ使 用 の翻 訳 会 社 で す。 業務 内容 は次 の3点

を 中心 と して お り ます 。

1).コ ン ピュ ー タ支 援 の翻 訳 サ ー ビス。

2).コ ン ピュ ー タ用 辞 書 作 成 お よび販 売 。

3),コ ン ピュ ー タ翻 訳 シ ス テ ム の構 築 お よび販 売 。

特 に(3)は 、 当社 が 蓄積 して きた コ ン ピ ュー タ技術

を十分 に活 か し、 シ ステ ム全 体 が 高 い コス トパ フ ォ

ー マ ンス を生 む構 築 と な っ て い ます 。

また 、 将 来 は、 翻 訳 ス タ ッ フの 教 育 、 通信 回 線 を利

用 した コ ン ピュ ー タ翻 訳 も取 り扱 い た い と考 え てお

ります 。

導 入 シ ス テ ム

図 に示 す よ う に、弊 社 は東 芝 のEWS AS 4㎜ を ホス

トと してSPARC LT及 びパ ソ コ ン多 数 を イー サ ネ ッ

トでLANに 接 続 した シス テ ム を導 入 して お ります 。

AS 4㎜ は東 芝が 米 国 の サ ンマ イ ク ロ社 か らOEM提

供 を受 け 、SPARC LTは サ ンマ イ ク ロ社 と ライ セ ン

ス提 携 を して東 芝 で設 計 製 造 を したUMXベ ー ス の 高

性 能 ラ ップ トッ プ コ ン ピュ ー タ で す。

翻 訳 ソ フ トと して は、 東 芝 開発 のAS TRANSACを 使

TSCコ ン ピュ ー タ翻 訳 シス テ ム

 一灘 一 饗 綴
綴嚢 馨

    冨総

.、r.亭器 難 欝 醇

用 して お り ます 。 このAS TRANSACを 導 入 した理 由

は 、(1)他 翻 訳 機 に較 べ て翻 訳 文 の 質 が 非 常 に優 れ て

い る 。(2)㏄Rに よる 高 速 大 量 入 力 が 可 能 。(3)日 英 、

英 日が 同 環境 の 中で行 え る。(4)シ ス テ ムの 拡 張 性 及

び 専 門辞 書 、 ユ ー ザ 辞 書 系 の リソ ー ス の共 有 が 可 能

で あ り、 パ ソ コ ン に ダ ウ ンロ ー ドして数 人 に分 散 し

た 翻 訳 が 可 能 とな る こ と等 。 当社 は、 この シス テ ム

に 自社 製 の 大 容 量 デ ィス ク(1Gバ イ ト)を ア ドオ

ン し、 シス テ ム と して コ ス トパ フ オー マ ンス を 上 げ

て今 後 の 需 要 の 増 加 、 ス タ ッ フの増 加 に十分 対 処 で

き る よ う構 築 してお りま す。

團

0

AS4000

TRANSAC

■
Xmint

夕一ミナル

團

  ホストコンヒ'ユータ

詰

AS4000

TRANSAC

●ストコン 'ユ ータ

0

PC-98 PC-98 PC-98

0

    独 ・英

PC・AT  仏.英

    西 一英

PC-98

イーサネ,卜

OCR PC-AT OCR PC-AT 0 O 0 0

レーサ゚ 印フ'リンタ

0
0

← フ'リエテ'イ7ト

 装 置 ぐ一 ∠屡7
エテ'イ,1後 の 原 稿
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翻 訳 と コ ン ピュ ー タ

国 際化 の 進展 に伴 っ て翻 訳 の 需 要 は 目 に見 え て 増 加

し、 迅 速 か つ 良質 な翻 訳 を 要 求 され て きて い ます 。

事 実 、 カ タ ロ グ、 マ ニ ュ ア ル、 ビ ジネ ス レ ター 等 の

翻 訳 だ け で も年 間2億 ペ ー ジ、 額 に して1兆 円 の 需

要 が あ る と推 定(1989年 日本 電 子 協 調 べ)さ れ

て い ます 。 に も関 わ らず 、 日本 の翻 訳 業界 の 進 歩 は

これ に 追 い付 い て い ませ ん。

一 方
、 コ ン ピ ュー タの 発展 に は 目覚 ま しい もの が有

り、 従 来 は メ イ ン フ レー ムで しか処 理 で きな っ か た

もの が 、UNIXを ベ ー ス とす る エ ンジ ニ ア リ ング

・ワー ク ス テ ー シ ョン(EWS)で メ イ ン フ レー ム

以 上 の速 度 と精 度 で処 理 で き る時代 とな り、 しか も

省 ス ペ ー ス ・省 電 力化 され机 上 で 処 理 が で きる よ う

に な り ま した 。

こ れ は 、LSI大 集積 化 技 術 の発 展 に よ る と こ ろ大 で

すが 、MTBF(平 均 故 障 時 間)が 大 幅 に改 善 され て

高 信 頼 性 を得 、 しか も極 め て低 価 格 なEWSが 出現

した こ とに よ ります 。

当社 の シ ス テ ム は 、 翻 訳 も1つ の ア プ リケ ー シ ョ ン

で あ る とい う観 点 で 翻 訳 プ ロ セ ス を揃 え て い ます。

こ の点 が従 来 の 頭 と手 に頼 る"翻 訳 家"と の相 違 点

で す。

翻 訳 家 自身 の 大 な る経験 と知 識 全 て を コ ン ピュ ー タ

に 蓄積 す る こ とが で きれ ば、 素 晴 ら しい エ キ スパ ー

トシ ス テ ム と して役 立 つ はず で す が 、 ど うい う訳 か

一 般 の翻 訳 家 の 方 々 は概 して コ ン ピュ ー タ嫌 い で あ

り 「コ ン ピ ュー タで は翻 訳 で き な い」 と決 め つ け て

い る方 々 が 大 半 で す 。

数 十年 前 の精 密 加 工分 野 で 職 工 の経 験 と勘 に頼 っ て

い た時 代 が あ りま した。 これ らの機 械 工 はNC(数

値 制 御 機 械)を 敵視 して い ま した が、 今 で は彼 等 の

ノ ウハ ウを取 り入 れ たNC装 置 無 しで は 日本 の 産 業

は語 れ な い程 にな って い ます 。 こ れ と同 じ く、 近 未

来 の翻 訳分 野 に於 い て もコ ン ピュ ー タ抜 きの翻 訳 は

考 え られ な い 時代 が くる もの と信 じて お り ます 。

「機 械 を い か に上 手 に使 うか 」 が テ ー マ で あ り、 文

学 的表 現 や フ ァ ジー な表 現 こ そ翻 訳 家 の 才 能 を発 揮

.する分 野 と使 い分 け る こ とが ベ ス トと思 い ます 。

翻 訳 の 質 の 向 上

訳 文 の 質 の 向 上 の 要 点 と して、 次 の3点 が考 え られ

ま す。

1).入 力 時 のOCRの リー ドミス 、 ミス ・スペ ル

  の チ ェ ッ ク(プ リエ デ ィ ッ ト)等 の 質 の 向 上 。

2).分 野 別 辞 書 、 ユ ー ザ別 辞 書 の充 実

3).シ ス テ ム を使 用 す るス タ ッ フ の英 語 力 及 び 専 門

  知 識 の 充 実 。

コ ン ピ ュー タは あ くまで も人 間 が使 用 す る為 の ツー
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ル で あ り、 い か にユ ー ザ辞 書 が 充 実 して い て もそ れ

を扱 うス タ ッ フ に専 門知 識 と経 験 が な け れ ば適 さ な

い訳 語 を 選 び使 用 して し まい ます 。 コ ン ピ ュー タ に

も学 習 機 能 が あ り頻 繁 に使 用 す る 訳 を優 先 す る よ う

に な っ て い ます が 、 あ く まで も最 適 な 訳 を選 ぶ の は

ス タ ッ フの知 識 次 第 で す 。 この 意味 で 、 コ ンピ ュー

タ は人 間性 を損 な う もの で は な い と考 え て い ます 。

今 後 の留 意 点

当 シ ス テ ム を拡 張 し、 更 に使 い や す い物 に す る為 に 、

特 に以 下 の 点 に留 意 すべ きだ と考 え て い ます 。

1).シ ス テ ムの 構 成 要 素 、 特 に コ ン ピュ ー タ とデ ィ

  ス ク シ ス テ ム の先 進 技 術 導 入 。

2).客 先 へ の ア フ タ ー フ オロ ー

3).適 性 な価 格

4).各 種 辞 書 の 充 実

5).マ ル チ 言 語 の 翻 訳

6).充 実 し たマ ー ケ テ ィ ング活 動

       (翻 訳 サ ー ビス 株 式 会 社 馬 場 誠 一)

TSC専 門 辞 書 一 覧

 【コンピューター翻訳用】

分野

コンピ ューター

医学

電気電子

会計

経済

現代英語

化学

機械

プ ラント

金 融 ・証券

交通関係

語数

35,㎜ 語

74,000語

30,000語

27,000語

   吾17,500

   吾35ρ00

14,000

主な参考辞書

コンピ ューター用 語 大辞 典

情 報 処 理 用 語辞 典

和 英 ・日英 コンビ'ユーター用 語 辞 典

'、'ソコン英 語 辞典1imidas 1990

コンピ ューター基 本 用 語 辞 典

ステ7ドマン医学大辞典

英和 現代用 語辞典

電気電子用語辞典

電子通信用語辞典

電気用語辞典

現代英和会計用語辞典

会計用語辞典

現代和英・英和会計税務法律用

語辞典

経済用

最新英

 化学用吾

  吾6,500

   吾'111

7,000

機械用

吾辞 典

吾情穀辞典

吾辞 典

吾辞典

フ'ラント用 語 辞典

 国際金融用吾

 金融証券用

 英和現代用

30,000語

吾辞 典

吾辞 典

吾辞 典/imidas 1990

英和 自動車 ・鉄道 ・船舶 ・

航空機用語小辞典

※上記以外 に も辞 書が多数 揃ってお ります.

(1991年11月 現在)

12



JAMT ジ ャー ナ ル

1992.5 No.6

研究機関紹介

一 日本電気(株)C&C情 報研究所 メディカルテクノロジ研究部一

1.概要

 当研究部は、 「外国人 と日本語で会話 したい」 と

いう21世 紀へ向けての夢を実現 しようと研究を進め

ている。この自動通訳は、通信の理想 「いつでも、

どこで も、誰とでも」を実現するための大 きな壁、

言語の壁を取 り除こうとするものである。その要素

技術である音声認識、機械和訳、音声合成の研究グ

ループが集 まり、1983年 に当研究部が発足 した。

2.研究テーマ

[1]自 然言語処理

 言語の壁 を乗 り越えるためにまず翻訳の研究が不

可避である。当社は、機械翻訳の研究を約10年 前か

ら開始 している。日本語 と英語 という言語的に遠い

関係の言葉 を翻訳するために、言語の表層の情報だ

けでな く比較的深層の意味概念の情報が必要 と考

え、PIVOTと いう概念 レベルの言語を介 して翻訳す

る方式を採用 した。はじめは大型計算機上の日英 ・

英 日機械翻訳システムとして開発 した。その後、計

算機の小型化高性能化に伴い、現在では、事業部よ

りWS版 が製品化 されている。

 機械翻訳は日々改良が進められているが、まだま

だ人間の能力には及ばないところが多い。翻訳の品

質を高め、 より長い文も扱えるように、言語基礎研

究、言語知識の蓄積拡大、文脈処理、長文解析、言

語処理パーザーの研 究などを進めている。 また、

ユーザーそれぞれの対象分野に適応 した翻訳を可能

とするため、データベースを利用 した翻訳方式の研

究を進めている。

 また、PIVOT方 式では、解析部、生成部を別々に

開発で きる優位性 を利用 し、海外 との協力などを得

て日・英 ・仏 ・西 ・韓の多言語間翻訳システムも開

発 している。

 一方、機械翻訳で培われた自然言語処理技術は、

ドキュメント処理、計算機との対話処理などに、広

く応用が考えられる。機械が自動的にすべてを判断

するのは非常に難 しいため、ここでは、機械が如何

に人聞の活動をサポー トするかに主眼を置いて研究

を進めている。

[2]音 声処理

 [2.1]音 声認識 ・理解

 機械が人間の音声 を認識する技術 もたいへん難 し

く、当社も既に30年 近く研究を続けている。この音

声認識には、認識対 象語彙の拡大(大 語彙化)、 話

者変動(特 定話者か ら不特定話者へ)、 連続発声

(単語から文章へ)の 課題があ り、DPマ ッチング法

や統計確率モデルなどりよりその壁 を広 げて きた。

数百単語の特定話者連続単語認識、数十単語の不特

定話者離散単語認識などが事業部 より製品化 されて

いる。 しかし、より使い勝手をよくするため、大語

彙化、文章認識、認識の頑健 さを求めて、ニューラ

ル予測モデル、半音節ベース大語彙認識、不特定話

者文章認識、耐環境騒音処理などの研究を進めてい

る。

 [2.2]音 声合成 、音声符号化

 初期はまず計算機が音を出す研究であったが、計

算機の進歩 もあり、最近ではPCベ ースで任意のテキ

ス トから音声を合成することが可能となってきてい

る。当社では、規則 による韻律制御が容易でかつ自

然性 も高い残差制御型音声合成法 を開発 している。

さらに、より人間に近 くかつ小型化 を目指 し、言語

処理、音声生成の研究を続けている。

 また、音声の性質と情報理論を利用 してその帯域

を圧縮する音声符号化の研究 も進めている。主とし

て自動車電話、携帯電話用に、通常の電話帯域の1/

16である4kb/sへの帯域圧縮 し、良い音質でかつ計算

量の少ない方式の研究を進めている。

[3]自 動通訳

 自動通訳は長期 テーマであるが、そのマイルス

トーンとして音声認識、機械翻訳、音声合成の最新

技術 を統合 させ た自動通訳実験 システムを開発 し

た。これは、不特定話者の文章を日英双方向 自動通

訳 し、かつ同時 に仏 ・西への多言語翻訳をし音声出

力する世界初のシステムである。語彙数がまだ小 さ

い、特定の場面を設定 している、ハー ドウェアが大

きいなどの多 くの問題があり、今後 も研究を進めて

いく。

(メディアテクノロジ研究部 亘理 誠夫)
13
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「MTワ ー ル ド'92」 報 告

場

日

主

後

参加者数:

展示デモンス トレーション(無 料)420名

出展会社:12社

所:テ ピ ア会 館(東 京外 苑 前)

時:1992年3月18日(10:00～17:00)

     3月19日 (9:30～16:00)

催:日 本 機 械 翻 訳 協 会

援:通 商 産 業 省

   シ ンポ ジ ウム(有 料)250名

会社名

沖電気工業(株)

(株)Agt7ソ・ス研究所

(株)CSK

シャー プ(株)

(株)スパatン ターナショナ身

(株)東芝

日本電気(株)

(株)日本電子化辞書研究所

システム

PENSEE

Tnnslstor

m

DU酊

CATS

AS-TRANSAC

PIVOT

(株)ノ ヴァ

(株)日立製作

富士通(株)

松下電器産業(株)

PC-TRANSER

H-CATS

ATLAS

参考 出品

対象言語

EqJ

E→J(STAR)

J→Eソ フト

E輔 」

ソフト

EpJ

E⇔Jハ'ソ コン通 信

E&」 電子化辞 書

E⇔Jソフト

EqJ

E⇔jn'ソ コン通信

JOE

→ 一方向翻訳 ⇔双方向翻訳

シ ンポ ジ ウ ム:は じめ に

京 都 大 学工 学 部 電気 工 学 科 長 尾 真 教 授

(日本 機 械 翻 訳 協 会 会 長)開 会 の 「あ い さ つ」

 皆 様 お は よ う ご ざ い ます。

 本 日は、天 気 の悪 い 中多 数 ご参 加 下 さい ま して 誠 に

あ りが と う ご ざ い ます。MTワ ー ル ド'92と い う タイ

トル で機 械 翻 訳 に関 す る シ ンポ ジ ウ ム、ワー ク シ ョッ

プ、そ して展 示 デ モ ンス トレー シ ョン を本 日 と明 日の

2日 間 にわ た りま して行 うこ と とな りま した。

 我 が 国 の機 械 翻 訳 に関 す る研 究 とい うの は 随 分 と

歴 史 が 長 い の で す が 、 こ こ数 年 い ろ い ろ な メ ー カ企

業 が努 力 され ま して 、 各 種 の機 械 翻 訳 シ ス テ ムが で

きて き た訳 で す 。 そ して 、 ユ ーザ ー も徐 々 に増 え て

参 りま して、 最 近 で は少 な くと も数100社 か ら1,000

社 を越 え る ユ ーザ ー の 方 々 に毎 日機 械 翻 訳 を使 っ て

戴 いて い る もの と推 定 して い ま す 。 ただ 、 こ の機 械

翻 訳 シ ス テ ム と 申 します の は、 あ る 意味 で は不 完 全

商 品 と言 い ます か 、 ど ん な文 章 で も 旨 く翻 訳 す る と

い う と こ ろ まで は至 っ て お り ませ ん。

 そ の 点 に お い て 、機 械 翻 訳 シ ス テ ム を使 っ て い る

ユ ーザ ー の方 々 の声 、或 は 「こ う した ら ど うだ」 と

い っ た ご意 見 を、 メ ー カ ー の 方 に反 映 させ 、 メ ー

カ 、 ユ ーザ 、 そ して研 究 者 が 一体 と な っ て機 械 翻 訳

の技 術 を進 展 させ て 、 良 い シス テ ム を作 り、 社 会 の

た め に役 立 て る とい う こ とが 必 要 に な りま す。

昨 年4月 、 日本 機 械 翻 訳 協 会 が 設 立 され ま した。 研

究 者 、 メ ー カ、 ユ ーザ に お 入 り戴 い てお りま す。 い

ろ いろ な活 動 は、 これ か ら とい う と こ ろ で す が、 こ

のMTワ ー ル ド'92とい うの もそ の 一貫 と して 開催 し

た 訳 で す 。 た くさ ん の皆 様 方 にお いで 戴 き有 難 う ご

ざ い ます 。

 機 械 翻 訳 に関 して は、 日本 だ け で は な く ヨー ロ ッ

パ にお い て も10数 年 前 か ら研 究 開発 が な され 、ECコ

モ ンマ ー ケ ッ トが 成 立 す る とい う状 況 に な り、言 語

問 題 が ます ます 深 刻 に成 る につ れ て 、 実 用 シ ス テ ム

と して使 お う と い う こ とで 、 この よ うな会 合 が しば

しば開 か れ て い ま す 。 ヨー ロ ッパ で も機 械 翻 訳協 会

を作 りま した。

 アメ リ カ は英 語 圏 の 国 で す が 、 英 語 だ け が オ ー ル

マ イテ ィで は な い とい う こ とが 分 か っ て 、機 械 翻 訳

に関 して 自 国で も一 生懸 命 や ら な くて は な らな い と

い う意 見 が ア メ リカ の 政 府 関係 の方 々 か ら も出 て き

ま した 。 カ ナ ダ は英 語 、 フ ラ ン ス語 のバ イ リ ンガ ル

の 国 で す か ら、 昔 か ら機 械 翻 訳 に対 して 関 心 が 高

い 。 南 北 ア メ リカ 大 陸(メ キ シ コ な どの ス ペ イ ン語

圏 も含 む)で は、 機 械 翻 訳協 会AMTAが 作 られ ま し

た。 これ らが 一体 とな っ てIAMTを 昨 年7月 に作 りま

した。 ま だ 目 に見 え る活 動 に は至 っ て い ませ んが 、

ニ ュ ー ス レタ ー の発 行 、 シ ンポ ジ ウム な ど を行 い ま

す 。ll月 に は、 サ ンデ ィエ ゴで機 械 翻 訳 シス テ ム の

評 価 に関 す る ワ ー ク シ ョ ップ を す る計 画で す。 来 年

に は、MT Summit-IVの 日本 で の 開催 を検 討 して い ま

す。

 日本 に お い て は 、 機 械 翻 訳 に 関 す る活 動 を多 くの

方kに 認 識 して も らい、 シ ス テ ム を う ま く使 っ て も

らい、 また 、 よ り良 い シ ス テ ム を今 後 に向 け て作 っ

て い く努 力 を 日本 機械 翻 訳協 会(JAMT)を 中 心 と し

て や っ て い きた い と考 え て い ます 。 無 論 、 我 々 は 日

本 だ け で な くア ジ ア諸 国 に機 械 翻 訳 に関 す る技 術 を

拡 げ て行 か な くて は成 りませ ん。 政府 機 関 で はCICC

を 中心 に 近 隣 諸 国 多 言 語 間機 械 翻 訳 に関 す る研 究 開

                      14
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発 とい う もの をす で に数 年 前 か らや っ て お られ ま し

て 、 中 国 語 、 イ ン ドネ シ ア語 、 マ レー シ ア 語 、 タイ

語 を取 り上 げて 、 多 言 語 間 機 械 翻 訳 シ ス テ ム とい う

もの に取 り組 ん で い ます 。

 JAMTの 活動 を ア ジ ア機 械 翻 訳協 会 とい う一つ 大 き

な枠 組 みへ と拡 げ て い く必 要 が あ る の で は な い か と

言 う こ と で 、 現 在 そ う い う方 向 の 議 論 を して い ま

す 。 中 国 、 韓 国 、 他 の国 に お い て もMT活 動 は盛 ん

に な っ て きて い ます ので 、 お互 い に連携 を 取 りな が

ら進 ん で行 きた い と思 っ て い ます 。

 皆 様 方 に は今 日 と明 日、 シ ン ポ ジ ウ ム、 ワ ー ク

シ ョ ップ 、展 示 デ モ ンス トレー シ ョ ンを通 じ ま して

積 極 的 に機 械 翻 訳 に関 す る活 動 に参 加 して 戴 き ま し

て 、 ご 意見 、 ご質 問 を出 して戴 き ます と共 に、是 非

と も、 日本 機 械 翻 訳 協 会 活 動 を ご理 解 して戴 き、 当

日本機械翻訳協会 に多数、ご入会を して戴きたい と

存ずる次第です。

 この2日 間、皆様方にとって有効かつ、有益 な時

聞になることを期待 しまして私の挨拶に代 えさせて

戴きます。

* * *

 当協会が発足 して足掛け1年 になります。機械翻

訳元年 としての昨年の活動を振 り返 り、新年度を更

なる飛躍の年にしたいと思っています。IAMTジ ャー

ナルも皆様のご支援とご協力で2ケ月に一度の発行を

継続 して参 りました。今後 とも当ジャーナルが会員

の皆様方にとってより有益 な情報の受発信基地とな

りますよう益々のご指導ご鞭捷お願い致 します。

      (シャープ(株)情報システム研究所 信田 恵壱)

Japan Association for Machine Translation(JAMT)

    日本機械翻訳協会

事業内容

本協会 は、以下の事業 を行 います。

・研究会、後援会、討論会、講習会、見学会、などの開催
・ニュース レター、その他の定期、不定期刊行物の発行
・機械翻訳システム利用者の教育 ・訓練コースの開設

・機械翻訳システム利用技術 に関する技能試験の実施、資格の授与
・機械翻訳システムに関する規格及び基準の制定、特に機械翻訳システム評価法 ・機械翻訳に

適 した文章表現法に関する勧告の作成

・機械翻訳システム導入及び仕様 に関するガイ ドラインの作成

・技術の調査、文献の収集と交換
・学術的調査 ・研究の推進

・国内外の関連学会、諸団体の協力活動
・その他、本会の目的を達成するための諸活動

is
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会 議 案 内

1.41nternational Conference on Theoretical and Methodological Issues in Machine

  Translation,25-27 June 1992,Montreal Canada

2. International Symposium on Information Sciences:Natural Language Under-stnd-

  ing and Artificial Intelligence,13-15 July 1992,Kyushu Institute of Technology

3. COLING'92,23-28 July,1992, Nantes,France

4.中 国 情 報 処 理 学 会23-250ctober 1992,Beijing,China

公 開 セ ミ ナ ー の お 知 ら せ

主 催:日 本機械翻訳協会 システム評価研究会(委 員長 田中 穂積)

日 時:6月18日(木)9:30～16:30

場 所:赤 坂 山勝 ビルB1会 議室(予 定) 銀座線 ・半蔵門線 「青山一丁目」出口4

                             徒歩3分

テーマ:機 械翻訳の評価 をめぐって

講 師:9:30-10:50石 綿 敏雄氏(日 本女子大学教授)

           「言語の対照研究」

    ll:00-12:20 坂本 義行氏(電 子技術総合研究所 自然言語研究室)

           「Muシ ステムでの評価を中心 に」

    13:30-14:50 池原 悟氏(NTT情 報通信網研究所 知識処理部主幹研究員)

           「日英機械翻訳機能試験項 目の体系化」

    15:10-16:30 水谷 静夫氏(東 京女子大学名誉教授)

           「意味を支える文法論をこそ」

参加費:会 員(5、 ㎜ 円)非 会 員(10、 ㎜ 円)

申込先:日 本機械 翻訳協会 事務局  TELO3-3479-4396 FAX.03-3479-4895
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::::3会 員 の 声

◎ セミナー ・シンポジウムを東京だけでな く、関西方面でも開催 して欲 しい。遠方の会員は宿泊所確保 に

 苦労 し東京でのセミナーに参加 しにくいため是非この点を考慮 して戴きたい。

                           (大学研究者 鈴木 輝彦)

◎ 「商業翻訳と調査翻訳」は興味深 く拝読 しました。

◎ 機械翻訳に於ける文章の 「質」についての論議等掲載 して欲 しい。

◎ 海外視察団の編成(例 えば国際会議への参加)を 活動計画に加えて欲 しい。

◎ 翻訳は 「学問」なのか否か、この点につき各先生方のご教授を戴きたく存 じます。

                           (会社員 田口 晃良)

[亟]
☆以下の会員の住所が次のとおり変更となりました。

個 人 会 員

Nigel WARD

佐藤 理史

平塚 鉄之助

一
☆新会員をご紹介 します。

個人会員

安井 清享(き よたか)

小澤 典(ご ざわ まさのり)

小関  敦

17



荒井  進

小松 智吉

中丸 邦夫

岡田 茂

小林 憲夫

星野  真

堀端 謙吉

田村 文男

吉崎 淳子

中村 順一

安部 幸子

増淵 凱則(よ しのり)

橋本 由里

若林 愛子

早良 哲夫(さがら)

上山 恭男

松本 裕治

    法人会員

(株)言 語システム研究所

 〒107東 京都港区南青山54-35た つむら青山マンション1308

JAMT ジ ャー ナ ル

  1992.5 No.6

TEL.03-3486-7680
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事 務 局 通 信

委員会開催報告

3月30日(月)第8回 ニュース゚ レター編 集委 員会  日本 機械 翻 訳 協 会  14:00-16:30

      ・JAMTシ't一 ナルNo5に つ い て の感 想 と反 省 ・JAMTシ ヤ゚ーナルNo6号 の構 成 案 他

4月9日(木)92年 度 第1回 運 営 委 員 会   日本 機 械 翻 訳 協 会  13:30-16:00

      ・MTワ ールト'92収支 報 告 ・MT Su㎜it 4靴 案 哩 事 会 ・総 会 に つ い て他

4月27日(月)92年 度 第1回 財 務 委 員 会   日本 電 子 工 業振 興協 会18:00-20:00

      ・91年 度 決 算 報 告 ・92年 度 予 算 に つ い て

5月8日(金)92年 度 第2回 運営 委 員 会   日本 機 械 翻 訳 協 会  15:00-17:00

      ・理 事 会提 出議 案 ・ニュース'レターにつ レ・て ・MT Summit 4準 備 案 他

5月13日(水)92年 度 第1回 システム評 価(合 同)研 究 会

                     日本機械翻訳協会

      ・WG活 動報告 ・公開セミナー・92年度活動計画他

5月25日(月)92年 度第1回 ニュース'レター編集委員会

                     日本機械翻訳協会

15:00-17:00

14:00-16:00

・JAMTシ'ヤ ーナルNo6に つ い ての 感想 と反 省 ・92年 度 活 動計 画 他

定 例 研 究 会 の ご 案 内

    電能翻訳21研究会

 電能翻訳21研究会は1992年第2回 定例研究会を下記のとおり開催致 します。ご多忙 とは

存 じますが、みなさまのご参加をお待ちしております。

日 時:1992年6月6日(土)   14:00-17:00(研 究会)

                17:00-19:00(夕 食 ・懇 親 会)

講 師:馬 場 誠 一   翻 訳 サ ー ビス 株代 表 取 締役 社 長

        演 題 「翻 訳 の た め のコンピ ュータシステムの構 築」

    田中 好 男   株NTT PCコ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンズ代 表取 締 役社 長

        演 題 「ネフトワークの有効 活 用(ISDN PC通 信 を 中心 に)」

場 所:日 本 海運 倶 楽 部(千 代 田区 平河 町2-6・4TEL.03-3264-1825永 田町 駅1分

                           赤 坂見 附駅5分)

☆参 加 費 そ の他 お問 い合 わせ ・お 申込 は下 記宛 お願 い い た します。

〒105港 区大 門二 丁 目7-5×01ナ カ タ ビル4F

    電 能翻 訳21研 究会 事務 局TEL.03-3264-1825 FAX.03-3459-0688
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[:亜輩 ≡茎::]

☆JAMTジ ャ ーナ ル編 集 委 員 会 で は、 下 記 の 要領 で掲 載 記 事 の募 集 を企 画 い た しま した。 皆 様 の ご投 稿

 をお待 ち してお りま す。

   タイ トル:「 私 は機 械 翻 訳 を 、 こ う使 っ て い る」

   寄稿 分 量:刷 り上 が り2ペ ー ジ相 当。1ペ ー ジ23文 字 ×43行 ×2列(1978文 字)

   寄 稿 形 式:MS-DosのF/Disk(3.5イ ンチ)

   期  日:ジ ャ ーナ ル発 行(奇 数 月)の 前 月20日 迄

お寄せ戴いたものの中から編集委員会で査読の上、若干件を採択 し順次掲載致 します

なお、査読の結果記事の一部修正等お願いする場合があることを御承知置き下さい。

☆ そ の 他 、 会 員 の声 、新 製 品 紹介 、研 究機 関 紹 介 、 業界 情 報 等 々 有 益 な記 事 を お寄 せ 下 さい 。

 お 問 い合 わ せ は 事務 局(TELO3・3479-4396 FAX.03・3479-4895)へ お願 い 致 します 。

☆☆☆☆☆広 告 掲 載 の お 願 い に つ い て☆☆☆☆☆

広告掲載に御協力をお願いいたします。

受付は申込順にさせて戴 きますのでご了承 ください。

スペ ー ス

料金

寸法
天地

左右

表2

1色1P

60,㎜ 円

247mrri

182mm

1色1/2P

30,㎜ 円

110mm

145mm

後付

1色1P

30,㎜ 円

225mm

145mm

1色1!2P

15,㎜ 円

110mm

145mm

1色1/4P

7500円

SOmm

145mm

申込方法
  原寸版下をお送 り下さい。

締切 日

発 刊 前 月(隔 月)の30日 。

申 込 先

日本機械 翻訳協会

〒107 東京都港 区赤坂7-2-17-305

TEL (03) 3497-4396

20



JAMTジ ャ ー ナ ル

1992年5月 NO.6

発行 日本機械翻訳協会
ニューズレター編集委員会

編集委員長 野村 浩郷

委員   奥村 明俊

      薦田 浩

      杉山 健司

      砂川 昌順

      鳴海 武史

      信田 恵壱

発行 日 1992年 5月25日

〒107東 京 都 港 区赤 坂7-2-17

 赤 坂 中央 マ ンシ ョン305

  TEL O3(3479)4396(it)

  FAX O3(3479)4895

本書の一部または全部 を著作権法の定める範囲 を越 え、

  無断掲載、複写、複製 をすることを禁 じます。



麟 彊 を広げた`、薫 〃
7  

n 一   ●

専門分至粥換 語講座z、

専門知識、専門用語を学習しながら

翻駅の館を磨ぎましょう/

一MTエ デ ィットも学 べ ます一

★ コンピュータ英語か ら原 子力英語まで★

   ガニュアイ英語講座

コンピュータ英語クラス/電 気・電子英語クラス/

機械 ・機器英語クラス/化 学 ・石油英語クラス/

医学 ・薬学英語クラス/鉄 鋼 ・金属英語クラス/

原子力英語クラス/建 築 ・土木英語クラス

日本機械翻訳協会法人会員

創立20周 年
シュリーマン学専グループ

%、

◆詳しい資料無料進呈

翻訳実務教育学院
〒160東 京都新宿区四谷3-2第3前 島ビル3F

電話03-3355-2678  隙.03-3355-1174
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謬

圃

【
㌻
圃

■ ▲=
剛

▲ 商
●

◇ 言 語:30数 力 国 語

英語 ・ドイツ語 ・フランス語 ・スペ イン語 ・

ポル トガル語 ・ロシア語 ・中国語 ・韓国語 ・

イラン語 ・トルコ語 ・アラビア語 ・ペルシア

語 ・北欧諸国語 ・東欧諸国語 ・イタリア語 ・

タイ語 ・ベ トナム語 ・トルコ語 など

◇ 分 野:6B部 門6BO分 野

コンピュータ ・農林 ・水産 ・バイオ ・医薬 ・

海洋開発 ・宇宙開発 ・原f力 ・資源開発 ・造

船 ・石油 ・繊維 ・鉄鋼 ・半導体 ・航空機 ・白

動 車 ・精密計測機器 ・医療機器 ・公害 ・住宅・

金融 ・証券 ・契約 書な ど

lMTサ ー ビス 実施[

創立20周 年
シュリーマン学専グループ

       ◆トライアル随時受付中

⑤       国際文化科学技術翻訳研究所
       〒160東 京都新宿区三栄町25ボ ナフラワービル2F

       電言舌 03-3355-1168    mX.03-3355-0270




